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縄文時代から古代国家成立まで

日本史ⅠⅡで縄文時代からはじめ、古代国家の成立・崩壊過程ならびに荘園制について詳しく見ます。その後、
中世との時代区分の意味を理解します。その際に、中世という時代は、日本型のオリジナルな国家が出来上がっ
た時代であることを知ることになります。日本型国家は中世を通じて発展し、全国を覆っていきます。それが完
成すると、時代は近世と呼ばれるようになります。近世とはいったいどのような時代だったのか。それをやや詳
しく見て、日本型国家の姿を具体的にイメージしてもらいます。暗記は要りません。考えさせる講義をします。

第１回：縄文時代の世界史的な特色
第２回：気候の変化、石器の変化、人口の変化
第３回：世界史各地に見る農業の出現に関する特色
第４回：弥生時代出現の背景とその意味
第５回：邪馬台国を生んだ東アジア国際環境
第６回：魏志倭人伝ならびに考古学の成果から邪馬台
　　　　国を考える
第７回：前方後円墳の意味

第８回：古墳期における東アジア世界
第９回：古墳期の国内状況（埼玉古墳と江田船山古墳を材料
　　　　にして）
第１０回：大和政権の概要
第１１回：飛鳥時代の展開ならびに古代国家の成立について
第１２回：大化改新から壬申の乱にかけての国内国際情勢
第１３回：大宝律令成立の意義
第１４回：日本における律令時代の成立と東アジア世界
第１５回：日本古代国家の成立にいたる流れを構造として捉
　　　　　えてみる

なし

出席（きわめて重視します）、エッセイの提出（「講義を聴いて考えたこと」）。

本年後期の日本史Ⅱも続けて履修すること。

http://www.icc.ac.jp/


